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2023年シンポジウム　地域における国立病院附属看護学校の役割と意義，今後の展望

要 旨 国立病院機構北海道医療センター附属札幌看護学校は，国立病院療養所時代の札幌市
内 3 校を2003年に統合し，大型校として開校し21年目を迎えた．北海道の看護専門学

校としての歴史は古く，北海道唯一の NHO 附属養成所であり，高校や予備校からは国公立大学
看護学部に次ぐような偏差値でレベルが高い学校と認知されている．

北海道においては看護系大学が13校あるが 3 年課程看護師養成所（以下看護専門学校とする）
が37校と多く，2019年までは受験者数も看護専門学校の方が多い状況であった．しかし，社会の
流れと同様に看護系大学が募集定員を増やし， 1 学年定員を150名とした大学もあり， 4 年制志
向が高まる中での学生獲得は激戦である．

当校においても出願数がピークだった2018年から応募者数は徐々に減少してきてはいたが200
名を維持していた．その状況から2023年度入学試験では前年度より32.1％減少と激減した．北海
道内の看護師確保状況は充足の見込みはたっておらず，地方の看護師不足は病院存続において重
点課題となっている．社会の変化に対応し，国の政策医療や地域医療への貢献ができる看護実践
者を育成している当校の役割は大きい．

北海道内の看護職員の需給状況からみても大学は就職の段階で道外への流出も多い．地域に根
差した看護師養成所の学生確保は重要である．当校の存続をかけた出願数の回復をはかるための
方策と結果，今後の課題について報告する．
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は じ め に

　北海道内の国立病院機構（以下 NHO）の看護師
養成所は，閉校や統合を重ね，現在は北海道医療セ
ンター附属札幌看護学校の 1 校のみとなっている．
NHO 看護師養成所として大型校になる以前からの

歴史があり，多くの卒業生を送り出してきた．NHO
への就職率も70％を超え，地域の看護師輩出へも大
きく貢献している．
　大学進学にかかわる18歳人口が2018年を境に大幅
な減少期に入った．看護専門学校の入学者総数は
2010年以降毎年 6 万人を超えていたが，2018年を
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